
雪
が
降
る
前
の
冬
支
度

積
雪
時
に
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
、
倒
壊
家
屋
捜
索
・
救
出
、
落
雪
埋
没
車
両

内
救
出
、
雪
崩
埋
没
者
捜
索
・
救
出
な
ど
、
雪
国
な

ら
で
は
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
報
市
報
市
報
市
報
市
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市
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市
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市
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市
報
市
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市
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市
報
市
報
市
報
市
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市
報
市
報
市
報
市
報
市
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市
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市
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市
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市
報
市
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市
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市
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市
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市
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市
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平
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０
０
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０
０
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０
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（
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●
十
日
町
市
児
童
館
開
設
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

●
市
の
企
業
設
置
奨
励
条
例
「
奨
励
企
業
」
指
定
要
件
を
緩
和

●
宮
中
ダ
ム
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
理
）
で
信
濃
川
の
試
験
増
放
流

開
始
（
７
月
20
日
〜
８
月
31
日
、
10
月
１
日
〜
11
月
９
日
）

水
環
境
改
善
へ
の
調
査
実
施

●
第
８
回
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
〜
８
月
）

●
ほ
く
ほ
く
線
に
「
ほ
し
ぞ
ら
号
」
が
登
場

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
始
動

●
十
中
野
球
部
が
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
で
ベ
ス
ト
８

●
大
好
き
十
日
町
会
解
散
、
12
年
間
の
活
動
に
幕

●
十
日
町
お
お
ま
つ
り

●
国
宝
館
・
火
z
の
都
整
備
事
業
基
本
計
画
策
定

●
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
第
24
回
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り

●
第
３
回
環
境
フ
ェ
ア

●
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

●
市
役
所
機
構
改
革
で
合
併
推
進
課
・
雇
用
促
進
課
発
足

●
第
17
回
市
民
体
育
大
会
に
１
０
、
０
０
０
人
が
参
加
（
優
勝

中
条
チ
ー
ム
）

●
独
日
文
化
交
流
育
英
会
寄
贈
の
菩ぼ

提だ
い

樹じ
ゅ

を
当
間
高
原
に
植
樹

●
第
26
回
生
誕
地
ま
つ
り

●
第
４
回
信
濃
川
水
な
し
サ
ミ
ッ
ト
・
市
民
演
劇
／
川
辺
の
楽
習

●
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ピ
ッ
チ
で
ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
記
念
碑
除
幕

●
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会

●
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
十
日
町
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
発
足

●
十
日
町
市
博
物
館
、
雪
文
化
三
館
提
携
10
周
年

●
本
町
１
丁
目
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
・
本
町
６
丁
目
歩
道
カ
ラ

ー
舗
装
が
完
成

Ｗ杯サッカーの年、滝沢市政の１年目

2002年を振り返る
皆さんにとってどんな年でしたか

2002年を振り返る

2002

主
な
で
き
ご
と

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

●
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
市
民
説
明
会
（
市
内
６
会
場
）

●
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
建
設
工
事
再
開
（
15
年
７
月
完
成
予
定
）

●
第
53
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

●
丸
山
智
恵
選
手
が
全
中
優
勝
（
ス
キ
ー
・
女
子
３
㎞
）

●
桑
原
慎
太
郎
選
手
が
国
体
優
勝
（
ス
キ
ー
・
少
年
男
子
10
㎞
）

●
市
役
所
窓
口
業
務
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

●
ほ
く
ほ
く
線
開
業
５
周
年
（
５
年
連
続
の
黒
字
決
算
）

●
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
解
散

●
柳
助
役
・
村
山
収
入
役
・
生
越
教
育
長
が
退
任

●
県
立
小
出
養
護
学
校
ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
開
校
（
十
小
内
）

●
公
立
学
校
の
完
全
学
校
週
５
日
制
ス
タ
ー
ト

●
関
口
助
役
・
大
島
収
入
役
・
井
口
教
育
長
が
就
任

●
市
内
初
の
高
齢
者
集
合
住
宅
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し
台
」
開
所

●
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
別
館
オ
ー
プ
ン

●
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
（
黒
岩
宇た

か

洋ひ
ろ

氏
当
選
）

●
ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
０
２
春
に
４
０
０
人
が
参
加

●
第
26
回
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り

●
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
高
円
宮
殿
下
が
来
市

●
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
中
川
幸
夫
『
花は

な

狂
ぐ
る
い

』

●
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
、
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
当
間
高
原
で

キ
ャ
ン
プ
（
〜
６
月
）

●
ア
ジ
ア
初
の
日
韓
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
で
日
本
が
ベ
ス
ト
16
進

出
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
敗
退

米米フォーラムin越後妻有で、素足になりワイシャツ姿で田植え
をされるありし日の高円宮殿下。温かなお人柄がしのばれます。

世
界
の
祭
典
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
。
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
は
、

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
か
け
が
え
の
な
い

思
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

星座が輝く「ほしぞら号」。トンネルの多いほくほく線ならではの企画「見たことのないとなり町」に思いをはせていた野中小児童

第２回大地の芸術祭
プレイベント「花狂」
舞い落ちる70万枚の
花びら。花と踊りの
コラボレーションに
5,000人の観衆

く
っ
、
苦
し
い
…
。

殿
様
軍
団
の
綱
引
き
に
対
戦
相
手
は
笑
顔 ｗ杯のクロアチア戦に市民も一喜一憂十日町ステージ越後妻有交流館

スキー王国健在。全
国大会優勝の丸山智
恵選手（左）と桑原
慎太郎選手

全
国
大
会
で
円
陣
を
組
み
、
勝
利
を
誓
う

十
中
ナ
イ
ン
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5 平成14年12月25日号 4

ふるってご応募ください ～参加して　ますます楽しい　３日間～

雪まつりの原点

である雪の芸術作

品を町内・団体で

作りませんか。

◆部門

①芸術部門…芸術

審査を目的に制作

する作品

②特別部門…芸術審査を目的としない作品

③学童部門…児童・生徒によって制作される作品

◆申込み締切り＝１月14日c

雪の街角作品コンテスト

雪の芸術作品展
すてきな魅力いっぱいのきもの美人を募集していま

す。ミスに選ばれた３人からは、十日町市の親善大使

として１年間活躍していただきます。

◆応募資格

①県内在住で満18歳以上（高校生は除く）の未婚女性

※県外在住でも、十日町市・津南町・川西町・中里村・

松代町・松之山町に帰省地がある人は応募できます。

②ほかのミスコンテストに入賞し、任期中でない人

◆賞品＝グアム旅行、十日町の振袖、ダイヤリング、

ノートパソコンなど豪華賞品多数

◆応募締切り＝１月18日g必着

◆応募方法＝応募用紙（事務局に配置、ホームページ

からダウンロード可）に必要事項を記入し、３か月

以内に撮影した顔と全身のカラー写真（Ｌ判以上）を

添付のうえ、事務局へ郵送または持参してください。

◆審査会

①予選会（書類審査）

………１月19日a

本選会に進む14人を　

選出します。

②本選会（公開審査）

………２月16日a

振袖姿を審査員と会場審査員が審査し、ミス３人を選出

します。（希望者には十日町の振袖をご用意します）

ミス十日町雪まつりコンテスト

規模や人数にとらわれない、気軽な雪像づくりに参

加しませんか。

◆制作期間＝２月12日d～14日f

◆場所＝十日町駅西口多目的広場

◆内容＝少人数のグループまたは個人で、決められた

スペース内に作品を制作します。優秀作品には表彰

状・賞金を授与します。

◆申込み締切り＝１月14日c

ツマリアンボール
３チーム同時に戦う、十日町生まれの雪上ソフトバ

レーボールです。

◆期日・会場＝２月16日aコミュニティひろば

◆チーム構成＝１チーム４～６人（フィールド内４人）

◆定員＝男子の部30チーム・女子の部24チーム（先着

順）※男女混成は男子の部

◆参加費＝１チーム2,500円（保険料含む）

◆申込み締切り＝２月７日fオープニングフェスティバル・雪上カーニバルの

ボランティアスタッフ

オープニングフェスティバルまたは雪上カーニバル

の運営をサポートしてくれるスタッフを募集します。

◆期日＝２月14日f・15日g

※１日でもかまいません。

◆募集人数＝各先着10人

◆内容＝演出のアシスタントや楽屋のサポートなど

ボランティアガイド

温かなもてなしの心で、来訪者の皆さんに市民手づ

くりの雪まつりをＰＲしてみませんか。

◆日時＝２月15日g午前９時～午後９時

16日a午前９時～午後３時

◆内容＝市内各所の催しや交通などの案内をします。

事前勉強会があります。

◆申込み締切り＝１月24日f

雪だるま大作戦

個性的で心温まる雪だるまを作って、雪まつりをみ

んなで盛り上げましょう。

◆雪だるまにそえる小旗をさし上げます。小旗は市内

の幼稚園・保育園、小学校を通じて、園児・児童がい

る家庭に配布します。また、希望者には郵送します。

歌
謡
シ
ョ
ー
や
き
も
の
シ
ョ
ー
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
に
よ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
、
雪
花
火
な
ど
躍
動
的
で
幻
想
的
な

夢
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。会

場
前
方
に
有
料
の
予
約
ゾ
ー
ン（
５
、

０
０
０
人
分
、
全
席
立
ち
見
）
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
を
間
近
で

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

◆
価
　
　
格
＝
一
人
２
、
０
０
０
円

◆
販
売
窓
口
＝
雪
ま
つ
り
事
務
局
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
「
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
」「
み
ど
り
の

窓
口
」
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54
回

21
5

16

（
金
）

　
夜
～

（
土
）

（
日
）

午
後
3時
こ
ろ

14

■
申
込
み
・
問
合
せ

十
日
町
雪
ま
つ
り
事
務
局

（
〒
９
４
８
│
０
０
０
３

本
町
６
│
１
ク
ロ
ス
10
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

５
７
│
３
３
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
７
│
５
１
５
０

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

◆
と
　
き
＝
２
月
15
日
G
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

◆
と
こ
ろ
＝
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
特
設
ス
テ
ー
ジ

中村美律子氷川きよし

予
約
ゾ
ー
ン
券
発
売
中

染色工芸作家・蕪木保男氏（本町東１）がデザ
インを担当。きものの古典柄をモチーフに「古典」
と「近未来」、「優しさ」と「鋭さ」をイメージし
た独創的な雪の舞台を制作します。

舞台名

『雅の舞　天にはばたく』
命名　十日町市長　滝 沢 信 一

西城秀樹

あなたも雪上カーニバル

でＹＯＳＡＫＯＩソーラン

を踊りませんか。

◆募集人数＝先着80人

※中学生以上

詳しくは、雪まつり事務局

へ問合せください

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン踊り

出演者募集中

主な出演者



現
在
の
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
と
と
も
に
企
業
の
生
産

拠
点
の
海
外
移
転
や
事
業
の
整
理
・
縮
小

な
ど
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。
今
年
10
月
の
全
国
の
完
全

失
業
率
は
過
去
最
悪
の
水
準
に
並
び
、
11

月
の
県
内
有
効
求
人
倍
率
（
注
１
）
は
平

均
０
・
49
、
当
市
は
０
・
33
と
県
内
で
も

下
位
に
入
り
、
そ
の
改
善
が
強
く
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

a
企
業
設
置
奨
励
条
例
（
注
２
）
の
指
定

要
件
を
緩
和
（
７
月
）

従
来
、
工
場
な
ど
を
新
設
す
る
場
合
は

投
資
額
５
、
０
０
０
万
円
以
上
と
し
た
も

の
を
２
、
０
０
０
万
円
に
、
移
設
・
増
設

の
場
合
は
同
２
、
０
０
０
万
円
以
上
と
し

た
も
の
を
１
０
０
万
円
以
上
に
改
正
し
ま

し
た
。

s
新
規
創
業
支
援
資
金
、
新
事
業
・
新
技

術
等
開
発
支
援
資
金
の
創
設
（
４
月
）

雇
用
の
確
保
を
目
的
に
、
新
規
創
業
や

新
事
業
開
拓
に
要
す
る
資
金
の
た
め
の
制

度
融
資
（
注
３
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

d
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
（
７
月
）

東
京
都
内
の

”新
潟
館

ネ
ス
パ
ス
“
に

お
い
て
市
内
企
業
20
社
の
協
力
の
も
と
、主

に
来
春
の
新
規
学
卒
者
を
対
象
に
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
紹
介
な

ど
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

f
進
出
企
業
懇
談
会
の
開
催
（
10
月
）

東
京
都
内
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
市
内
に

進
出
し
た
企
業
15
社
の
代
表
と
、
市
と
市

議
会
と
の
、
企
業
立
地
に
関
す
る
意
見
・

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
拡
大
や
雇
用
確
保
の
た
め
の
支
援

施
策
を
ま
と
め
た
「
企
業
立
地
支
援
政
策

集
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
に
は

市
の
支
援
制
度
を
は
じ
め
、
国
や
県
な
ど

の
現
行
制
度
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
資
料

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
当
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
担
当
が
持
参
し
た
う
え
、
ご

希
望
に
よ
り
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

担
当
職
員
が
市
内
の
事
業
所
を
訪
問
し
、

事
業
拡
大
や
雇
用
確
保
に
関
す
る
情
報
を

集
め
て
い
ま
す
が
、
情
報
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
中
で
、
次
の

よ
う
な
情
報
を
お
持
ち
の
場
合
、
当
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

a
地
方
進
出
を
検
討
し
て
い
る
市
外
の
企

業
を
知
っ
て
い
る

s
市
内
で
事
業
拡
大
や
社
員
の
採
用
を
検

討
し
て
い
る
企
業
を
知
っ
て
い
る
、
ま

た
自
分
で
検
討
し
て
い
る

d
市
内
出
身
の
大
企
業
の
経
営
関
係
者
を

知
っ
て
い
る

f
空
き
工
場
な
ど
、
企
業
進
出
に
活
用
で

き
る
物
件
が
あ
る

g
そ
の
ほ
か
、
事
業
拡
大
や
雇
用
に
関
す

る
情
報
を
持
っ
て
い
る

㈲
メ
イ
ケ
ン
　

①
矢
野
明
　
②
大
字
中
条
丙
１
１
１
１
番
地

１
（
塚
田
）
③
59
人
　
④
カ
メ
ラ
付
き
携
帯

電
話
の
コ
ネ
ク
タ
ー
の
ほ
か
、
電
子
機
器
な

ど
の
製
造
と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
⑤
平

成
12
年
に
本
社
を
現
在
地
に
移
転
し
、
京
セ

ラ
系
列
の
企
業
と
取
引
を
行
っ
て
事
業
を
展

開
、
情
報
通
信
の
最
先
端
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

注
１
‥
「
有
効
求
人
倍
率
」

雇
用
情
勢
を
表
す
指
標
と
し
て
最
も
一
般
的

に
用
い
ら
れ
、
有
効
期
間
内
（
こ
の
場
合
は
11

月
）
で
の
、
求
職
者
１
人
当
た
り
の
求
人
数
を

表
し
ま
す
。（
１
倍
を
超
え
れ
ば
人
手
が
不
足
、

１
倍
未
満
で
あ
れ
ば
人
余
り
の
状
態
を
示
し
、

値
が
小
さ
い
ほ
ど
い
わ
ゆ
る
過
剰
感
が
強
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。）

注
２
‥
「
企
業
設
置
奨
励
条
例
」

こ
の
条
例
は
、
一
定
の
雇
用
確
保
や
投
資
規

模
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所
の
新
設
・
増

設
に
対
し
て
市
が
指
定
を
し
、
奨
励
措
置
を
行

う
こ
と
で
雇
用
機
会
の
増
大
と
産
業
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

注
３
‥
「
制
度
融
資
」

市
内
金
融
機
関
と
市
が
互
い
に
資
金
を
持
ち

寄
り
、
市
民
の
事
業
活
動
や
住
宅
建
設
な
ど
を

促
す
た
め
の
融
資
で
、
対
象
要
件
や
金
利
な
ど

の
条
件
を
制
度
化
し
た
も
の
で
す
。

㈱ハピネス
①太田久美　②字中割目寅甲465番地（八幡

田町）③78人　④きものの縫製や加工、き

ものの卸売や小売などを行っています。⑤平

成９年に本店を移転、留袖や振袖など、きも

のの縫製技術の革新に取り組み、お客様への

良質な製品の提供と納期の厳守などをモット

ーに、事業を展開しています。

新
潟
ア
ラ
イ
㈱

①
三
並
晃
久
　
②
明
石
町
４
番
地(

明
石
町)

③

１
２
３
人
　
④
主
に
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
用

い
ら
れ
る
ゴ
ム
製
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

⑤
平
成
13
年
に
「
㈱
高
瑛
製
作
所
」
か
ら
現
在
の

社
名
に
変
更
し
ま
し
た
。
当
地
へ
進
出
を
し
て
以

来
10
年
、
す
で
に
十
日
町
市
の
企
業
の
一
つ
と
し

て
、
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
製
品
づ
く
り
を
続
け

て
い
ま
す
。

㈱新潟ソフト

ストラクチャ
①井口澄夫　②大字伊達甲

960番地１（伊達第３）③25

人 ④コンピュータソフト（業

務系システムや物流システ

ム）の設計と開発や、ホーム

ページ作成の受注などを行っ

ています。⑤県内はもとより

首都圏の企業からも業務を受

けており、社内には情報処理

１種やオラクルマスターなど

の資格取得者を有しています。

㈱びっくり団子
①斉藤盛樹　②大字新座甲1258番

地（新座４の１） ③14人　④愛知

や岐阜などを中心に、団子やもちな

どの食品を製造・販売しています。

⑤今年８月から十日町市で、たこ焼

き製造器などの製造工場の稼働準備

を進めており、年明け１月から稼働

を開始、今後は地域に根ざしながら

営業展開をしていく予定です。

㈱
山
崎
食
品

①
山
崎
正
行
　
②
大
字
馬
場
丙
１
５

３
０
番
地
20
（
幸
町
）

③
71
人

④
冷
凍
マ
グ
ロ
を
一
日
平
均
５
ト
ン

加
工
し
、
刺
身
や
ね
ぎ
と
ろ
用
な
ど

生
食
用
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。
⑤
今

年
８
月
に
新
工
場
を
稼
働
。
衛
生
的

な
製
造
を
第
一
に
、
鮮
度
を
保
つ
た

め
の
ス
ピ
ー
ド
作
業
と
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
丁
寧
な
商
品
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

今
年
11
月
ま
で
に
、
市
の
企
業
設
置
奨

励
条
例
の
指
定
を
受
け
た
事
業
所
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。
市
内
の
す
べ
て
の
事
業

所
が
厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か
で
努
力
を

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
次
の
７
事
業

所
（
順
不
同
）
は
一
定
の
雇
用
と
投
資
規

模
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
市
の

条
例
に
基
づ
く
指
定
を
受
け
て
事
業
展
開

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
敬
称
等
略
）

①
代
表
者
②
所
在
地
③
従
業
員
数
（
10
月

末
現
在
）
④
事
業
概
要
⑤
近
況
な
ど
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市
で
は
、
今
年
４
月
に
商
工
観
光
課
内
に
雇
用
促
進
室
を
設
置
し
、
10
月

に
は
雇
用
促
進
課
と
し
て
体
制
を
あ
ら
た
め
、
雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る
企

業
の
事
業
拡
大
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策
に
関
す
る
市
の
取
組
状
況
と
、
市
が
企
業
設
置
奨
励
条
例
に
よ

り
指
定
を
し
、
奨
励
措
置
を
行
っ
た
事
業
所
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ネスパスで行われた就職ガイダンス

雇
用
対
策
の

主
な
取
組
状
況

事
業
拡
大
な
ど
の

支
援
集
を
作
成

情
報
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

TEL：57-3111(内線267) FAX：52-4635

e-mail：koyou@city .tokamachi .n i igata. jp
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定
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業
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介
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指
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業
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紹
介
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条
例
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よ
る

指
定
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業
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紹
介
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ま
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条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

条
例
に
よ
る

指
定
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す

㈱
き
も
の
ブ
レ
イ
ン

①
岡
元
松
男
　
②
字
上
島
丑
５
９
７

番
地
１
（
下
島
地
区
）
③
２
０
８
人

④
き
も
の
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
や
、
ガ

ー
ド
加
工
か
ら
仕
立
て
ま
で
、
き
も

の
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解

決
を
「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
⑤
「
き
も
の
の

幸
せ
」
と
「
お
客
様
の
幸
せ
」
を
最

優
先
と
し
な
が
ら
、
障
害
者
雇
用
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

連絡・問合せ

雇 用 促 進 課



現
在
、
検
討
・
審
議
し
て
い
る
本
計

画
の
素
案
は
、
地
区
公
民
館
な
ど
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
素
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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十日町市の高齢者対策

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
の
背
景

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
ま
す

0

200
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1000

1200

1400

1600

17年�16年�15年�12年�

要介護高齢者の推移（単位：人）

0

5

10

15

20

14年�13年�12年�

給付費の推移（単位：億円）

居宅�
　65％�
649人�

施設�
　35％�
348人�

居宅�
　34％�
5,900万円�施　設�

　66％�
1億1,300万円�

13年度保険給付額
（月平均）

13年度サービス利用者
（月平均）

17
年
度
の
見
込
み

利用推計数（回）

５２，６００

２，６００

４０，０００

６，７００

２４，０００

利用ベット数（床）

１７６

１９１

５７

14年度との比較

＋　４％

＋１１％

＋４０％

＋　３％

＋２３％

14年度との比較

＋３６％

＋　７％

＋３３％

●居宅サービス

訪問介護

訪問入浴

通所介護

通所リハビリ

短期入所

●施設サービス

老人福祉施設

老人保健施設

療養型医療施設

十日町市の介護保険

14
年
４
月
現
在
、
十
日
町
市
の
高
齢
化

率
（
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
）

は
、
24
・
４
％
で
、
国
や
県
の
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
当
市
は
す
で
に
４
人
に

１
人
が
高
齢
者
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
は
今
後
も
続
く
見
込
み
で
す
。
ま
た

市
内
で
は
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
９
３

３
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
が
６
５

９
世
帯
と
な
っ
て
い
て
、
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

地
域
全
体
が
高
齢
化
し
て
い
く
な
か
で

は
、
元
気
に
活
躍
す
る
高
齢
者
が
数
多
く

存
在
す
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
の
活
力
維

持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
市
で
は
、
介
護
予
防
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
・
充
実
な
ど
を
図
り
な

が
ら
、
「
い
き
い
き
と
し
た
元
気
な
高
齢

者
」
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の
５
つ
の
項

目
を
基
本
目
標
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

今
年
度
十
日
町
市
で
は
、
豊
か
な
高
齢
化
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
の
見
直
し
と
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
老
後
を
元
気
に
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
の
は
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
社
会
全
体
が

高
齢
化
し
て
い
く
な
か
で
は
、
元
気
に
活
躍
す
る
お
年
寄
り
が
多
い
こ
と
が
、
地
域
全
体
の

活
力
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
方
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
安
心
し
て

頼
れ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
15
年
度
か
ら
19

年
度
ま
で
を
対
象
と
し
た
両
計
画
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ

すでに十日町市では、�
４人に１人が高齢者です�

高齢化社会の到来�

高齢者がいきいきと�
元気に輝くまちづくり�

高齢者保健福祉�
　　　計画の見直し�

要介護になった
場合に備えて�

介護保険事業計画の作成�
安心して頼れる介護保険�

■
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は

介
護
保
険
課
高
齢
福
祉
係

1
57
│
３
１
１
１
　
内
線
１
６
０

■
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

1
57
│
３
１
１
１
　
内
線
１
６
１

１
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り

２
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

３
痴
ほ
う
性
高
齢
者
対
策

４
地
域
ケ
ア
体
制

５
施
設
整
備

検
討
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を

見
直
し
て
い
ま
す

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を

見
直
し
て
い
ま
す

介
護
保
険
事
業
計
画
を

作
成
し
て
い
ま
す

介
護
保
険
事
業
計
画
を

作
成
し
て
い
ま
す

居
宅
介
護
と
施
設
介
護
を
比
べ
る
と

主
な
サ
ー
ビ
ス
量

施設サービスは居宅サービスに
比べて費用がかかります。

介
護
サ
ー
ビ
ス
量
、
保
険
料
の
見
直
し

に
あ
た
り
、
市
民
の
代
表
者
や
関
係
機
関

事
業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
、
幅
広
く
議

論
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
意
向
調
査

や
元
気
な
高
齢
者
に
対
し
て
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
全
般
に
渡
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
や
市

内
の
各
地
区
で
、
説
明
会
を
開
催
し
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

○
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
、
要
望

・
自
宅
で
介
護
を
受
け
た
い

・
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
体
制
の
強
化

・
介
護
老
人
施
設
の
整
備
・
拡
充

・
も
っ
と
介
護
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
と
保
険
料
の
か
ね
合

い
は
慎
重
に

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望
は
事

業
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

保
険
給
付
費

17
年
度
の
給
付
見
込
は
約
26
億
円
で
す
。

市
で
は
15
年
度
か
ら
19
年
度
の
介
護
保

険
事
業
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
推
計

や
施
設
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
要
望
を
反
映
し
、
こ
れ
か
ら
も

利
用
し
や
す
い
介
護
保
険
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

要
介
護
者
が
増
え
て
い
ま
す

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
要
介
護
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
17
年
度
の
要
介
護

者
は
開
始
当
時
の
12
年
度
に
比
べ
て
28
％

増
の
１
、５
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す

介
護
保
険
の
定
着
と
と
も
に
保
険
給
付

費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
14
年
度
は
12
年

度
に
比
べ
て
28
％
増
加
の
見
込
み
で
す
。
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飲酒運転防止に一致団結

悲惨な交通事故をなくそうと、12月11日dから31日cま

で「年末の交通事故防止運動」が行われています。10日c

には、飲酒運転を飲食店の皆さんとともに撲滅しようと、十

日町警察署・十日町地区交通安全協会・市合同の市街地飲食

店訪問が行われました。お店の皆さんからは「社会ルールを

守ることはあたりまえ。楽しいお酒は許されても、飲酒運転

は絶対許されない」という声が聞かれました。

積極的な雇用改善で県知事表彰

11月26日c、新潟市で開催された「県建設雇用改善推進大

会」で、㈱生越土建（生越徹代表取締役社長・下条栄町）が

県知事表彰を受賞されました。徹底した安全対策や変形労働

時間の導入による従業員の通年雇用など雇用改善に積極的に

取り組んできたことが評価されたものです。生越社長は、

「自分の子どもが勤めたいような会社を目指し、従業員と一

体でやってきた。今後も努力したい」と話していました。

12
月
14
日
g
、
き
も
の
の
つ
ど
い
の

会
（
村
山
峰
子
会
長
）
の
例
会
で
作
家

で
着
物
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
遠
藤
瓔よ
う

子こ

氏
に
よ
る
「
き
も
の
で
あ
そ
ぼ
」
と

題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
き
も
の
愛
好
者
な
ど
約
50

人
を
前
に
「
若
い
世
代
に
き
も
の
ブ
ー

ム
が
あ
る
。
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
た
古

着
を
あ
そ
び
感
覚
で
着
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
品
を
落
と
さ
な
い
程
度
の
自

由
な
着
方
も
こ
れ
か
ら
は
大
切
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

き
も
の
の
つ
ど
い
講
演
会

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

合併任意協議会設立を延期

地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
越
後
妻

有
の
「
種
も
み
引
き
渡
し
式
」
が
12
月
６

日
f
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
春
の
田
植
え
、
夏
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
秋
の
稲
刈
り
と
い
う
四
季
ご
と

に
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
を
し
め

く
く
る
行
事
で
す
。

式
典
に
は
、
各
国
大
使
館
関
係
者
な
ど

関
係
者
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
活
動
の
提
唱
者

で
先
月
急
逝
さ
れ
た
故
高
円
宮
殿
下
に
全

員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

続
い
て
の
種
も
み
引
き
渡
し
で
は
、
滝

沢
信
一
実
行
委
員
長
の
手
か
ら
次
回
開
催

地
と
な
る
山
口
県
北
長
門
の
実
行
委
員
長

の
手
に
し
っ
か
り
と
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
稲
穂
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

稲
穂
は
、
あ
り
し
日
の
高
円
宮
殿
下
と

各
国
大
使
館
員
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
と
も

に
汗
を
流
し
て
植
え
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

前
に
広
が
る
、
豊
か
な
環
境
の
中
で
は
ぐ

く
ま
れ
た
実
り
の
象
徴
で
す
。

季
節
ご
と
の
催
し
で
は
、
妻
有
地
方
の

美
し
い
自
然
と
伝
統
的
な
文
化
を
国
内
外

に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
使

館
関
係
者
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
温
か

な
交
流
は
、
外
交
官
の
皆
さ
ん
と
受
け
入

れ
家
庭
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
続
け
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
越
後
妻
有
に
生
き
る
私

た
ち
は
、
世
界
の
人
々
が
評
価
し
た
身
近

な
環
境
を
見
つ
め
直
し
、
郷
土
の
誇
り
と

し
て
「
米
の
文
化
や
豊
か
な
環
境
」
を
守

り
育
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

次
回
、
第
５
回
目
の
「
地
球
環
境
米
米

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
山
口
県
北
長
門
実
行
委

員
会
と
地
球
環
境
平
和
財
団
の
主
催
で
萩

市
、
長
門
市
、
油
谷
町
、
日
置
町
、
三
隅

町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
合
併
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
を

設
置
し
ま
し
た

11
月
25
日
b
に
松
之
山
町
で
行
わ

れ
た
第
７
回
十
日
町
広
域
圏
六
市
町

村
合
併
問
題
研
究
懇
談
会
（
座
長
・

山
本
中
里
村
長
）
の
席
上
、
合
併
に

向
け
た
協
議
の
場
で
あ
る
合
併
任
意

協
議
会
の
設
立
準
備
の
た
め
の
「
十

日
町
広
域
圏
六
市
町
村
合
併
任
意
協

議
会
設
立
準
備
会
」
を
同
日
付
け
で

設
置
し
ま
し
た
。

準
備
会
は
、
各
市
町
村
長
と
各
市

町
村
議
会
議
長
で
構
成
さ
れ
、
会
長

に
は
、
山
本
中
里
村
長
が
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
は
中
里

村
役
場
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
準
備
会
の
会
議
で
、
今
後
設

立
す
る
予
定
の
合
併
任
意
協
議
会
の

名
称
を
「
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意

協
議
会
」
と
内
定
し
ま
し
た
。

■
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

の
設
立
を
延
期
し
ま
し
た

12
月
25
日
d
に
予
定
し
て
い
た「
十

日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
」
の

設
立
を
、
来
年
１
月
に
延
期
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

任
意
協
議
会
の
参
加
に
つ
い
て
、

準
備
会
会
長
が
各
市
町
村
に
最
終
確

認
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
津
南

町
か
ら
「
当
初
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
と
し
、
正
式
参
加
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約

結
果
を
待
っ
て
か
ら
決
定
し
た
い
」

と
の
意
向
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
関
係
市
町
村
長
会
議
を
12
月

６
日
f
に
開
催
し
協
議
し
た
結
果
、

津
南
町
が
最
終
判
断
を
す
る
１
月
ま

で
設
立
を
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

■
合
併
任
意
協
議
会
へ
の
参
加
に
つ

い
て
の
議
会
の
同
意

合
併
任
意
協
議
会
へ
の
参
加
に
つ

い
て
議
会
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、

12
月
11
日
d
の
十
日
町
市
議
会
全
員

協
議
会
で
、
今
ま
で
の
経
過
と
参
加

の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。
議
会
か

ら
は「
合
併
の
枠
組
み
に
関
係
な
く
、

任
意
協
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
」
同
意
を
得
ま
し
た
。

◆
合
併
関
係
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

○
11
月
25
日
b
（
松
之
山
町
）

・
第
７
回
十
日
町
広
域
圏
六
市
町
村

合
併
問
題
研
究
懇
談
会
開
催
・
第
１

回
十
日
町
広
域
圏
六
市
町
村
合
併
任

意
協
議
会
設
立
準
備
会
開
催

○
12
月
６
日
f
（
中
里
村
）

・
合
併
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
の

市
町
村
合
併
担
当
課
長
会
議
を
開
催

し
各
種
準
備
作
業
に
つ
い
て
協
議

○
12
月
13
日
f
（
中
里
村
）

・
合
併
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
の

助
役
・
担
当
課
長
会
議
を
開
催
し
合

併
任
意
協
議
会
の
準
備
項
目
に
つ
い

て
協
議

合併任意協議会設立を延期
合併推進課
からの
お知らせ

〜
妻
有
と
世
界
を
結
ん
だ
年
間
活
動
が
閉
幕
〜

種
も
み
引
き
渡
し
式



13 平成14年12月25日号 12

し
た
ら
、
と
て
も
き
れ
い
な
音
が
出
て
い
ま
し
た
。
練
習
を
続
け
て
き
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
絶
対
に
金
賞
を
取
り
た
い
で
す
。

◆
矢
口
穂
奈
美
さ
ん
（
副
部
長
６
年
）

毎
日
、
放
課
後
２
時
間
半
の
練
習
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
金

賞
を
と
っ
て
、
小
学
校
最
後
の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。
み
ん
な
の
が
ん

ば
る
姿
を
見
る
と
、わ
た
し
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
っ
て
思
い
ま
す
。

◆
川
上
日
登
美
先
生

子
ど
も
た
ち
は
、
厳
し
い
練
習
に
も
よ
く
耐
え
て
、
毎
日
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。
努
力
を
し
、
何
ら
か
の
結
果
が
得
ら
れ
る
喜
び
は
、
大
人

に
な
っ
て
も
必
ず
役
立
つ
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
る
と
き
の

感
動
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
中
条
小
学
校
　
リ
コ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

心
ひ
と
つ
に
奏
で
る
リ
コ
ー
ダ
ー

校
舎
か
ら
聞
こ
え
る
美
し
い
音
色
。
中
条
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の

練
習
風
景
で
す
。
同
ク
ラ
ブ
は
今
年
度
の
新
潟
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

で
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
は
、
来
年
３
月
の
全
国
大
会
に
向
け
て

練
習
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
音
楽
を
聴

い
て
も
ら
う
喜
び
を
胸
に
、
休
日
返
上
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆
福
嶋
夏な

つ

生き

さ
ん
（
部
長
６
年
）

私
は
４
年
生
か
ら
部
活
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
全
国
大
会
は

２
年
連
続
銀
賞
だ
っ
た
の
で
、
今
回
こ
そ
は
金
賞
を
取
り
た
い
で
す
。
部
員

は
い
い
人
ば
か
り
な
の
で
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

◆
丸
山
奈
々
美
さ
ん
（
副
部
長
６
年
）

県
大
会
の
演
奏
を
テ
ー
プ
で
聴
き
直

９

左から川上日登美先生、矢口穂奈美さん、
丸山奈々美さん、福嶋夏生さん

〈
に
い
が
た
む
い
か
ま
ち
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
〉
▼
２
月
11
日
-
▼
五
日
町
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
▼
六
日
町
駅
か
ら

バ
ス
20
分
（
小
出
行
き
乗
車
五
日
町
下
車
）

▼
２
㎞
初
心
者
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
、
30
㎞
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
に
参

加
す
る
本
格
派
ス
キ
ー
ヤ
ー
ま
で
２
、
５
０

０
人
の
雪
原
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。
初
心
者
に
は

前
日
講
習
会
、
全
員
に
参
加
賞
、
抽
選
会
な

ど
が
あ
り
ま
す
▼
申
込
み
締
切
り
１
月
14
日

c
▼
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

（
０
２
５
‐
７
７
３
‐
６
７
０
０
）

〈
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
雪
の
結
晶
の
ふ
し

ぎ
」
〉
▼
１
月
２
日
e
〜
７
日
c
▼
上
越
科

学
館
▼
直
江
津
駅
か
ら
バ
ス
15
分
（
リ
ー
ジ

ョ
ン
プ
ラ
ザ
経
由
高
田
行
き
乗
車
）
▼
雪
が

で
き
、
降
る
ま
で
を
再
現
し
た
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
。
低
温
体
験
も
で
き
ま
す
▼
入
館
料

‥
一
般
４
０
０
円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
▼

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
・
上
越
科
学
館

（
０
２
５
‐
５
４
４
‐
２
１
２
２
）

〈
む
こ
投
げ
・
す
み
塗
り
〉
▼
１
月
15
日
d

▼
薬
師
堂
（
松
之
山
町
湯
本
）
▼
松
代
駅
か

ら
バ
ス
20
分
（
松
之
山
温
泉
行
き
乗
車
）
▼

〈
む
こ
な
げ
〉
前
年
嫁
を
迎
え
た
む
こ
を
胴

上
げ
し
、
５
ｍ
の
が
け
下
に
投
げ
落
と
す
行

事
〈
す
み
塗
り
〉
し
め
飾
り
な
ど
を
燃
や
し
、

そ
の
す
み
を
「
お
め
で
と
う
」
と
言
い
な
が

ら
顔
に
塗
り
あ
う
小
正
月
行
事
▼
松
之
山
町

観
光
協
会（
０
２
５
５
９
‐
６
‐
３
０
１
１
）
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富井洸
こう

太
た

ちゃん

（５歳）

大きくなったらパン屋さんになりたいの。

犬やねこ、おうちとか、いろいろな形のパ

ンをつくるんだ。中にはチョコやクリーム

が入っていて、ほっぺが落ちちゃうよ。

保育園のお友だちとサッカーをしている

ところだよ。一番右側にいるぼくがシュー

トをして、ゴールがきまったよ。大きくな

ったらサッカー選手になりたいな。

高野千鶴ちゃん

（５歳）

No.212

水
沢
南
部
保
育
園

山
本
町
で
米
屋
を
営
ん
で
い
た
家
の
９

人
兄
弟
の
６
番
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

川
治
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
市
内
の

織
物
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
糸
を
ざ
く

る
仕
事
を
２
年
ほ
ど
し
て
か
ら
、
機
織
り

の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

５
年
ほ
ど
勤
め
た
こ
ろ
、
親
か
ら
「
針

仕
事
く
ら
い
は
満
足
に
出
来
た
ほ
う
が
い

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
叔
父
が

和
裁
の
先
生
を
し
て
い
た
の
で
、
内
弟
子

と
し
て
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
４
〜
５
年

ほ
ど
修
行
を
し
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
家
事
見
習
い
の

た
め
、
旅
館
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
旅
館
の
主
人
が
自
分
の
同
級

生
だ
っ
た
夫
を
紹
介
し
て
く
れ
、
27
歳
で

結
婚
し
ま
し
た
。

嫁
ぎ
先
は
酒
店
で
し
た
。
夫
は
８
人
兄

弟
で
両
親
と
私
を
入
れ
る
と
11
人
家
族
に

な
り
ま
し
た
。
も
っ
ぱ
ら
家
族
の
食
事
づ

く
り
を
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
初
の
こ
ろ

は
、
生
家
と
食
事
の
形
態
が
違
い
、
後
片

付
け
が
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
し
ゅ
う

と
は
気
丈
な
人
で
、
細
か
い
こ
と
は
言
わ

な
か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

家
族
が
次
々
に
独
立
し
て
い
き
、
食
事

を
作
る
量
が
減
っ
て
い
く
の
が
さ
み
し
く

も
あ
り
、
こ
れ
が
時
の
流
れ
な
の
だ
と
思

っ
た
り
し
ま
し
た
。

今
は
、
子
ど
も
に
店
を
任
せ
て
、
年
金

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
年
金
が
あ
る
お
か
げ
で
本
当
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
若
い
人
た
ち

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
同
年
代
４
〜
５
人
で
月
１
回
、

四
ッ
宮
荘
で
昼
食
会
を
し
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
市
老
連
が
主
催
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行
に
も
、
こ
こ
４
年
ほ

ど
続
け
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、公
民
館
主
催
の
明
石
学
級
で
は
、

俳
句
、
体
操
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
教
室
に
入

り
、
週
２
回
は
公
民
館
を
利
用
し
て
い
ま

す
。広

く
世
間
を
見
た
い
と
思
い
、
い
ろ
い

ろ
な
所
に
出
て
い
ま
す
が
、
健
康
で
あ
る

こ
と
が
一
番
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�

153

横田ジャウさん（本町４）80歳
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時

＝
14
日
c
（
吉
原
久
美
子
先
生
を
迎

え
ま
す
）
・
21
日
c
・
28
日
c
午
前

10
時
〜
11
時
■
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス

十
日
町
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公
民

館
本
館（
1
57
│
５
０
１
１
）

「
幸
福
中
華
ま
ん
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
＝
１
月
15
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）
■
参
加
費
＝
５

０
０
円
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
１
月

９
日
e
ま
で
に
、
東
北
電
力
㈱
十
日

町
営
業
所
（
1
52
│
３
１
０
７
）

■
日
時
＝
１
月
９
日
e
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
県
立
十
日
町
病
院
■

講
師
＝
十
日
町
病
院
外
科
井
石
秀
明

医
師
、
大
野
玲
医
師
■
事
前
申
込
み

＝
不
要
■
問
合
せ
＝
県
立
十
日
町
病

院
（
1
57
│
５
５
６
６
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
適
度
の
負
荷

を
体
に
与
え
な
が
ら
、
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
る

理
想
的
な
運
動
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
＝
15
歳
以
上
の
健
康
な

人
。
た
だ
し
中
学
生
は
除
く
■
参
加

費
＝
①
教
室
参
加
料
（
１
コ
ー
ス
10

回
分
）
１
、
５
０
０
円
②
施
設
使
用

料（
１
回
券
）２
０
０
円
。た
だ
し
、１

か
月
以
上
の
屋
内
施
設
定
期
券
（
Ａ

券
ま
た
は
Ｂ
券
）
を
お
持
ち
の
人
は

①
の
み
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
総
合

体
育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）

足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
運
動
で
、

中
高
年
の
人
も
安
心
し
て
参
加
で
き

ま
す
。
■
定
員
＝
先
着
50
人
■
日
時

＝
１
月
６
日
〜
３
月
17
日
の
毎
週
月

曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
15
分
※
１

月
13
日
を
除
く

初
心
者
か
ら
慣
れ
て
き
た
人
を
対

象
に
し
た
、
基
本
的
な
教
室
で
す
。

■
定
員
＝
先
着
１
５
０
人
■
日
時
＝

１
月
16
日
〜
３
月
20
日
の
毎
週
木
曜

日
、
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
45
分

1
ア
ル
ペ
ン
競
技
■
日
時
＝
２
月
２

日
a
午
前
８
時
受
付
開
始
■
会
場
＝

当
間
ス
キ
ー
場
■
競
技
種
目
＝
【
大

回
転
競
技
】
①
小
学
３
年
以
下
男
女

②
小
学
４
年
男
女
③
小
学
５
年
男
女

④
小
学
６
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
25

歳
以
下
男
女
⑦
26
〜
35
歳
男
女
⑧
36

〜
45
歳
男
女
⑨
46
歳
以
上
男
女
■
参

加
費
＝
１
、
０
０
０
円
（
リ
フ
ト
代

別
途
）
■
参
加
資
格
＝
広
域
６
市
町

村
在
住
・
在
学
・
在
籍
者
■
申
込
み

締
切
り
＝
１
月
17
日
f

2
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
■
日
時

＝
２
月
９
日
a
午
前
７
時
30
分
受
付

開
始
■
会
場
＝
吉
田
Ｘ
Ｃ
コ
ー
ス
■

競
技
種
目
＝
【
個
人
】
①
小
学
３
年

以
下
男
女
（
２
㎞
）
②
小
学
４
年
男

女
（
２
㎞
）
③
小
学
５
年
男
子
（
５

㎞
）
女
子
（
３
㎞
）
④
小
学
６
年
男

子
（
５
㎞
）
女
子
（
３
㎞
）
⑤
中
学

男
子
（
５
㎞
）
⑥
中
学
女
子
（
３
㎞
）

【
リ
レ
ー
】
ス
プ
リ
ン
ト
リ
レ
ー

（
３
人
×
１
㎞
を
小
学
生
は
２
回
、中

学
生
は
３
回
）
①
中
学
男
子
②
中
学

女
子
③
小
学
男
子
④
小
学
女
子
※
各

校
小
学
校
は
２
チ
ー
ム
、
中
学
校
は

３
チ
ー
ム
ま
で
参
加
可
■
参
加
費
＝

一
人
５
０
０
円
、
リ
レ
ー
１
チ
ー
ム

１
、
０
０
０
円
■
参
加
資
格
＝
市
内

在
住
・
在
学
・
在
職
者
■
申
込
み
締

切
り
＝
１
月
22
日
d

1
2
と
も
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
参

加
費
を
添
え
て
申
込
用
紙
（
総
合
体

育
館
に
配
置
）
を
総
合
体
育
館
（
1

52
│
４
３
７
７
）
に
提
出

■
日
時
＝
１
月
３
日
f
午
前
９
時
〜

午
後
１
時
■
会
場
＝
十
日
町
体
力
つ

く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
つ
く
り

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
1
58
│
３

３
４
３
）

約
３
時
間
半
で
ど
れ
く
ら
い
泳
げ

る
か
、
あ
な
た
の
限
界
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
■
日
時
＝
１
月
19
日

a
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
■
会
場
＝

十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
■
対
象
＝
小
学
生
以
上
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
１
月
18
日
g
ま
で

に
、
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
（
1
58
│
３
３
４
３
）

12
月
は
市
・
県
民
税
第
４
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
６
期
及
び
介
護
保

険
料
第
６
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
人
に
対
し
、総
費
用（
税

込
）
の
６
割
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護
保
険

課
国
保
係
（
４
番
窓
口
）
に
保
険
証

を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
＝
十
日
町
市
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、
国
民
健

康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
、
30

歳
以
上
の
人
（
昭
和
48
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）、
市
の
住
民

検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
■
実
施
機

関
・
助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝
①
新

潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
県
立
十

日
町
病
院
前
）
１
５
、
１
２
０
円
※

子
宮
が
ん
検
診
受
診
者
は
１
５
、
９

６
０
円
②
厚
生
連
中
条
病
院
１
３
、

４
０
０
円
（
男
性
の
み
）
※
病
理
検

査
実
施
者
は
１
５
、
０
８
０
円
③
（財）

小
千
谷
総
合
病
院
（
小
千
谷
市
）
１

５
、
１
２
０
円
④
（社）
新
潟
県
健
康
管

理
協
会
（
新
潟
市
）
１
４
、
７
０
０

円
⑤
（財）
上
村
病
院
（
中
里
村
）
１
４
、

２
８
０
円
※
婦
人
科
検
診
受
診
者
は

１
５
、
１
２
０
円
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
介
護
保
険
課
国
保
係
（
内
線
１

５
６
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
１

日
d
〜
５
日
a

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
、
１

日
d
〜
４
日
g

■
博
物
館
＝
１
日
d
〜
４
日
g
、
６

日
b
、
14
日
c
、
20
日
b
、
27
日
b

■
情
報
館
＝
１
日
d
〜
３
日
f
、
６

日
b
、
13
日
（
成
人
の
日
）
〜
23
日

e
、
27
日
b
、
31
日
f

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
、
１
日
d
〜
４
日
g
、
13
日
（
成

人
の
日
）

情
報
館
と
各
地
区
公
民
館
図
書
室

で
は
蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す
。
期
間

中
、
す
べ
て
の
図
書
・
音
声
映
像
資

料
の
貸
出
し
を
休
み
ま
す
。
ま
た
情

報
館
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
音
声
映
像
資
料
コ
ー
ナ
ー
、

集
会
室
な
ど
の
利
用
も
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
図
書
な
ど
の
返
却
は
、
情
報

館
入
口
脇
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

蔵
書
点
検
は
、
年
に
１
回
、
返
し

忘
れ
や
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
図

書
な
ど
を
探
し
た
り
、
蔵
書
構
成
の

見
直
し
や
本
棚
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
た
り
す
る
大
切
な
仕
事
で
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
蔵
書
点
検
の
た
め
の
休
館
日
＝
１

月
13
日
（
成
人
の
日
）
〜
23
日
e
※

こ
の
間
の
休
日
証
明
発
行
も
休
み
ま

す
■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

■
期
日
＝
29
日
d
■
受
付
時
間
と
会

場
＝
午
前
10
時
〜
正
午
‥
市
役
所
、

午
後
１
時
〜
３
時
‥
県
十
日
町
総
合

庁
舎
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
（
内
線
１
４
２
）

１月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 24（197） 29（233） 0（3） 50（513）

14年 26（205） 33（266） 0（0） 57（536）

11月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

冬道を安全に
走行しましょう

学校で
取り組みが進む
男女混合名簿

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり

とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン

9

１月の
献血

全
血
献
血

冬は、雪や寒さによって、道路環境が

がらりと変わってしまいます。圧雪路や

凍結路は、乾燥路に比べて４～８倍も滑

りやすくなります。「雪道は滑る」とい

うことを認識し、車間距離を十分にとっ

て、慎重な運転を心がけましょう。

また、歩行者の近くを通るときは、雪

や水がはねることのないよう、十分な間

隔をとり、速度を落としましょう。

学校で使用される名簿が、男女別名簿か

ら男女混合名簿に切り替わりつつありま

す。市内の小学校ではすでに全校、中学校

では６校のうち３校で実施済みです。県内

で見ると、小学校の約87％、中学校の約

76％（平成13年度）で実施されています。

男女混合名簿は、男女平等の社会をつく

るための一つの取り組みです。これまで

「あたりまえ」と思われてきたことに気づ

くきっかけにもなります。例えば、並び順、

持ち物の色分けはなぜ男女別なのかなど、

今まで見えなかったことが見えてくるよう

になるでしょう。また、市内の小・中学校

でも男女を「くん」「さん」と分けて呼ば

ずに、「さん」で統一する学校が増えてき

ています。

学校では、固定的な男女観にとらわれな

い男女平等意識をはぐくむ教育活動の実践

が始まっています。

むし歯のないよい歯の子
11月の３歳児健診を受けた子36人

よい歯の子 住 所　　保護者

（水沢２）

（四日町中原）

（馬場４）

（山　根）

（南新田町3）

（稲葉）

（谷内丑1）

（中条上町）

（袋町中）

（稲荷町2）

（南新田町1）

（稲荷町4）

（昭和町4）

（太田島1）

（三和町）

（高島2）

（袋町中）

（駅通り）

（南新田町2）

（土市1）

（春日町1）

（稲荷町4）

健　治

昌

等

光　俊

誠

純　司

和　広

鉱　一

真　弓

篤　浩

喜　二

政　信

恭　史

一　浩

文　雄

英　之

貴　彦

正　和

健　一

嘉　樹

正　彦

丸 山 晃
こう

暉
き

佐 藤 達
たつ

弥
や

鈴 木 朱
あか

音
ね

山 口 泰
たい

生
き

江 村 俊
とし

哉
や

丸 山 夏
なつ

輝
き

太 田 侑
ゆう

甫
すけ

岩 田 希
き

穂
ほ

羽 鳥 莉
り

愛
あ

庭 野 真
まさ

吏
と

高 橋 花
か

南
なみ

早 川 　 範
すすむ

西 野 悠
ゆう

斗
と

上 村 彩
さい

花
か

田口景
けい

太
た

郎
ろう

佐 野 　 翼
つばさ

田 村 京
きょう

士
じ

今 井 結
ゆ

花
か

池 田 七
な

菜
な

佐 藤 朱
あか

音
ね

伊 皆 晴
はる

香
か

大 岩 　 歩
あゆむ

１
日
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う

１
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

第
４
期
参
加
者
募
集
中

蔵
書
点
検
で
情
報
館
を

休
館
し
ま
す

市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

第
17
回
限
界
に
挑
戦

新
年
初
泳
ぎ

国保

税
金
を
納
め
て
広
が
る
豊
か
な
く
ら
し

12
月
の
納
税
・
納
付

１
月
の
休
館
日

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】

健
康
講
座

「
胃
が
ん
・
内
視
鏡
検
査
」

【
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】
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1月・January 健康福祉課 157-3111

休日救急医

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

6・20・
27日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

14日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

16日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

17日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

24日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

22日
d

午後１時
～１時30分

13年7月
生まれの幼児

４か月児健診
29日
d

午後１時
～１時30分

14年9月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

9
e

午後１時
～１時30分

11年7月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

29日
d

午前９時15分
～10時

14年3月
生まれの乳児

①1歳6か月児・3歳児健診、2歳6か月児身体測定は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

27日A

15日
d

午前９時
～９時30分

12年6・7月
生まれの幼児

●高年齢者職業相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高年齢者職業相談室（市役所１階）

※55歳未満の人もお気軽にご相談ください。

●定例行政相談

10日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

９日E 倉重安雄弁護士

16日E 小林　彰弁護士

23日E 大塚　勝弁護士

30日E 高橋　信行弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談

毎週火・木曜日　※２日eを除く

午後１時～４時

会場：十日町市社会福祉協議会

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

12月29日A 川 西 町 診 療 所 川西町 68-2034

12月30日B

12月31日C

小 林 内 科 医 院 中条中町 52-7155

26日A 山 口 医 院 袋町中 52-2174

田 中 外 科 医 院 田中町本通り 52-2403

1日（元日） 第 ニ 藤 巻 医 院 川西町 68-2018

5日A た か き 医 院 土市５ 58-2361

2日E

3日F

大 坪 医 院 四日町新田２ 57-6100

19日A 川 西 町 診 療 所 川西町 68-2034

本 町クリニック 本町３ 50-1160

12日A 池 田 医 院 本町西１ 52-2581

13日_
石 川 医 院 津南町 66-2061

上 村 病 院 中里村 63-2111

◆
中
学
校
の
教
科
書
に
中
里
村
の
「
雪
国

は
つ
ら
つ
条
例
」
が
「
雪
国
は
つ
ら
い
よ

条
例
」
と
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
単
な
る
誤
植
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

問
題
で
す
。
実
は
十
日
町
市
も
社
会
科
教

科
書
の
「
雪
国
の
暮
ら
し
」
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
毎
年
数
多
く
の
質
問
や

資
料
請
求
が
当
係
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
寄

せ
ら
れ
る
質
問
の
中
に
は
「
雪
国
の
人
は

本
当
に
故
郷
が
好
き
で
す
か
」「
冬
は
何
を

食
べ
て
い
る
の
」「
雪
の
重
み
で
家
は
壊
れ

な
い
の
」
な
ど
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
質
問

が
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
雪
国
の

人
々
も
、
と
き
に
は
雪
と
の
闘
い
に
疲
れ

「
な
ぜ
こ
ん
な
所
に
生
ま
れ
た
ん
だ
ろ
う
」

と
嘆
く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
雪
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
を
「
ゼ
ロ
」

に
近
づ
け
る
た
め
に
長
い
あ
い
だ
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
果
て
に
「
雪
と
親
し

み
」「
雪
を
利
用
す
る
」
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
雪
を
「
マ
イ
ナ
ス
」

か
ら
「
ゼ
ロ
」
に
近
づ
け
た
20
世
紀
に
続

き
、
こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
雪
利
用
の
時

代
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。「
地
方
の
時

代
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
域
独
特
の

克
雪
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
利
雪
の
対
応
な
ど
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
恵
が
21
世
紀
の

雪
国
を
創
造
す
る
大
き
な
資
産
と
な
る
は

ず
で
す
。「
は
つ
ら
つ
」
と
し
た
雪
国
を
み
ん

な
で
創
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
（
小
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い


